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１０月１日、経済部営農販売課では、

全農京都府本部と協力し、京都市西京区

にあるファミリーマート洛西新林本通

店の駐車場の特設ブースで、府内や地域

特産物の販売促進活動を行いました。フ

ァミリーマート洛西新林本通店は、Ａコ

ープ跡地に新たにグランドオープンし

たもので、地域特産物の魅力を発信する

目的で行いました。 

特設ブースでは、管内の地域特産物である「京都茄

子」と「京おくら」の販売を行ったほか、全農京都府

本部が運営する「丹後やさい館・きちゃりーな」より、

丹後地域の「梨」、

「シャインマスカ

ット」、新米の「丹

後コシヒカリ」が

販売され、人気を

集めました。来場された皆さんからは、新鮮な農産物が

購入できてよかった。今後も開催して欲しいなど話され

ていました。 

当日、準備した農産物については、全て完売しました。 

 

 

 

１０月３日、営農販売課とＪＡ全農西日本営農資材事業所、

ＪＡ全農京都では、系統メーカーと開発中の水稲一発型肥料の

実証試験における収穫調査を行いました。当日は、向島支店管

内の実証圃で収穫期を迎えた「ヒノヒカリ」の刈取を行いまし

た。今後、高温耐性品種の「にこまる」も収穫期に刈取り、乾

燥調製後、籾数や品質状況など分析することとしています。 

 

―ＴＡＣ information―  



 

 

 

 

 

 

２０２４年７月「京たけのこ」栽培ほ場で葉の食害が多く発生していた被害は、「シナチ

クノメイガ」と農林水産省神戸植物防疫所により同定され、京都府病害虫防除所より、  

１０月１日、「発生予察特殊報」が発表されました。 

管内の被害は、京都市西京区から向日市、長岡京市、大山崎町など西山一体の栽培ほ場

で発生しており、甚大なものから、軽微なものまで地域差はあるものの全域で被害が確認

されていました。 

２０２４年９月５日には、林野庁、農林水産省が被害調査に訪問され、今後の対策など

を近畿農政局、京都府、京都府病害虫防除所、京都乙訓農業改良普及センター、京都市、

向日市、長岡京市、大山崎町、JA関係者で協議を行って参りました。 

「シナチクノメイガ」は、近年侵入が確認された外来種であり、令和２年に愛知県で初

めて発生が確認され、その後、静岡県、山梨県、神奈川県、東京都、千葉県、栃木県、兵

庫県及び大阪府で発生が確認されています。   

今後、来春の「京たけのこ」への影響など、関係機関等で対策を検討しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


